
伝
兼
好
筆
『
伊
勢
物
語
』

の
勘
物
に
つ
い
て

哉

一
、
問
題
の
所
在

『
伊
勢
物
語
』
の
写
本
に
は
、
上
欄
や
欄
脚
に
注
記
が
書
き
込
ま

れ
た
も
の
が
多
い
。
「
古
今
」
「
後
撰
」
と
い
っ
た
集
付
け
や
、
登
場

人
物
に
関
す
る
伝
記
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
注
記
(
以
後
「
勘
物
」
と

よ
ぷ
)
は
『
伊
勢
物
語
』
の
読
者
が
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
伊
勢

物
語
』
の
享
受
史
・
研
究
史
を
探
る
う
え
で
重
要
な
資
料
と
な
っ
て

い
る
。現

在
確
認
さ
れ
て
い
る
勘
物
は
、
奥
書
な
ど
か
ら
、
そ
の
殆
ど
が

藤
原
定
家
に
よ
っ
て
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

定
家
以
外
の
者
の
勘
物
を
有
す
る
伝
本
も
わ
ず
か
な
が
ら
存
す
る
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
大
阪
府
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
伝
吉

田
兼
好
筆
本

S
E凶
同

V
『
大
阪
女
子
大
学
旧
蔵
)
も
、
そ
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

当
該
本
(
以
下
「
伝
兼
好
筆
本
」
と
称
す
る
)
に
は
、
お
よ
そ
二

舟

見

0
0種
類
の
勘
物
が
あ
る
。
こ
の
勘
物
に
つ
い
て
は
、
伝
兼
好
筆
本

を
紹
介
し
た
大
樟
有
一
氏

3
2
が
「
伝
為
氏
筆
本
伊
勢
物
語
(
稿

者
注
国
立
歴
皇
民
俗
博
物
館
蔵
大
島
雅
末
郎
氏
旧
蔵
本
)
と
一
致
す
る

も
の
が
多
く
、
ま
た
中
に
は
定
家
本
の
勘
物
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ

る
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
片
桐
洋
一
氏

S
S
に
も
、
伝
兼
好
筆
本

の
勘
物
の
う
ち
「
四
種
」
は
定
家
本
系
統
の
勘
物
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
の
勘
物
の
「
大
半
は
、
か
の
顕
昭
注
と
言
わ
れ
る
伝
為
氏
筆
大
島

本
{
稿
者
注
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
大
島
雅
太
郎
氏
旧
蔵
本
)
の
そ

れ
と
一
致
す
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

両
氏
の
指
摘
通
り
、
伝
兼
好
筆
本
の
勘
物
は
、
「
大
島
本
」
に
類

す
る
勘
物
と
、
定
家
本
の
勘
物
に
酷
似
す
る
勘
物
と
が
混
在
し
て
お

り
、
そ
の
性
格
は
一
様
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
い
ま
い
ち
ど
伝
兼
好

筆
本
を
実
地
調
査
す
る
と
、
伝
兼
好
筆
本
の
勘
物
は
、
筆
跡
か
ら
し

て
既
に
二
種
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
内
容

も
定
家
本
の
勘
物
や
大
島
本
に
類
す
る
勘
物
以
外
の
も
の
も
あ
り
、
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筆
跡
ご

k
に
性
格
が
異
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
伝
兼
好
筆
本
の
勘
物
を
筆
跡
に
よ
っ
て
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

動
物
の
基
本
的
な
性
格
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
た
い
。
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